
 

 

 

 

 

 

 

 

「タピオ・ヴィルカラ 世界の果て」を開催します 

 

 

岐阜県現代陶芸美術館では、特別展「タピオ・ヴィル

カラ 世界の果て」を開催します。 

フィンランドのモダンデザイン界で圧倒的な存在感を

放つタピオ・ヴィルカラ（１９１５-１９８５）の日本初

の回顧展です。 

１９４６年、ガラス製造会社イッタラのデザインコン

ペで優勝したタピオ・ヴィルカラは、同社のデザイナー

として約４０年にわたり活躍しました。彼はラップラン

ドの生命の神秘、大自然の躍動を着想源とし「ウルティ

マ・ツーレ」などの名作を生み出しました。 

デザインの対象はガラスだけでなく、磁器、銀食器、

宝飾品、照明、家具、紙幣、空間など幅広く、あらゆる

素材に向き合い、触覚と視覚を鋭く働かせて生みだす洗

練されたフォルムがヴィルカラの作品の見どころです。 

本展では、約３００点の作品に加え、制作過程を示す

資料も展示し、生誕１１０年・没後４０年を迎えるヴィ

ルカラの造形美に迫ります。 

 

 

１  会  期  令和７年１０月２５日（土）～ 令和８年１月１２日（月・祝） 

２  休 館 日    月曜日（ただし、１１月３日、２４日、１月１２日は開館） 

１１月４日（火）、２５日（火）、年末年始１２月２９日（月）～１月３日（土） 

３  会 場  岐阜県現代陶芸美術館 ギャラリーⅠ（多治見市東町４－２－５） 

４  観 覧 料  一般１,０００円、大学生８００円、高校生以下無料 

５  主  催  岐阜県現代陶芸美術館 

６  共  催  中日新聞社、東海テレビ放送、ＴＯＫＡＩ ＲＡＤＩＯ 

７  企画協力    エスポー近代美術館、タピオ・ヴィルカラ ルート・ブリュック財団、ブルーシープ 

８  特別協力  イッタラ 

９  後    援    フィンランド大使館、フィンランドセンター 
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１０  関連催事   

■講演会「素材から発生するデザイン（仮）」 

   日時 １２月１４日（日）１４：００～１５：３０ 

   講師 ＴＡＫＴ ＰＲＯＪＥＣＴ 代表／デザイナー 吉泉
よしいずみ

 聡
さとし

 氏 

   会場 岐阜県現代陶芸美術館・プロジェクトルーム 

   聴講無料・要事前申込（LoGoフォーム）受付開始１１月１５日（土）１０：００～ 

 

■ワークショップ「ブッシュクラフトに挑戦（仮）」 

日時 １１月１５日（土）１４：００～１６：００ 

講師 ブッシュインストラクター 越山
こしやま

 哲
さと

老
し

 氏 

会場 セラミックパークＭＩＮＯ 

定員 １５名   

参加費 ５００円 要事前申込（LoGoフォーム）受付開始１０月１１日（土）１０：００～ 

 

■ギャラリートーク（当館学芸員による展示解説） 

日時 １１月２日（日）、１２月７日（日）、１月４日（日） 各日１４：００～ 

聴講無料・事前申込不要・要観覧券（高校生以下は無料） 

 

■こどもむかデー 

 日付 １２月１３日（土） 

 館内にゆったりスペースを設置します。小さなお子さんとともにリラックスしてお過ごしください。 

 

 

 

ホームページ：https://www.cpm-gifu.jp/museum/ 

岐阜県現代陶芸美術館 検索 


